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生産者らも参加して
　　　　   レースを盛り上げる

　

30
℃
を
超
え
る
暑
さ
と
な
っ
た
６
月
30
日
、

置
戸
町
で
は｢

第
47
回 

山
神
祭 

全
日
本
人
間

ば
ん
馬
大
会｣

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

数
多
く
の
チ
ー
ム
が
エ
ン
ト
リ
ー
す
る
中
、

置
戸
町
秋
田
地
区
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
構

成
さ
れ
た
チ
ー
ム｢

ア
キ
タ
ホ
マ
レ｣

も
出
場
。

ア
キ
タ
ホ
マ
レ
は
20
年
以
上
前
か
ら
出
場
し

て
お
り
、
今
年
は
生
産
者
の
篠
木
雄
一
郎
さ

ん
、
嘉
藤
健
治
さ
ん
、
有
馬
慎
吾
さ
ん
、
河

野
由
樹
さ
ん
が
７
人
曳
き
の
メ
ン
バ
ー
と
し

て
参
加
し
ま
し
た
。

　

有
馬
さ
ん
は｢

た
く
さ
ん
練
習
を
積
ん
で
き

た
の
で
、
い
い
結
果
を
残
せ
る
よ
う
に
頑
張

り
た
い｣

と
意
気
込
み
を
語
っ
て
レ
ー
ス
に
臨

み
ま
し
た
。

　

予
選
８
チ
ー
ム
の
う
ち
上
位
４
チ
ー
ム
が

決
勝
へ
駒
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
、
３
０
０

kg
あ
る
丸
太
を
引
っ
張
っ
て
走
り
、
ア
キ
タ

ホ
マ
レ
は
み
ご
と
１
位
で
通
過
、
決
勝
へ
進

出
し
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
で
は
丸
太
が
５
０
０
kg
に
増
え
、

出
場
者
は
力
を
合
わ
せ
て
ゴ
ー
ル
に
向
け
て

丸
太
を
引
っ
張
り
ま
す
。
ア
キ
タ
ホ
マ
レ
は

惜
し
く
も
優
勝
に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

準
優
勝
を
収
め
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
キ
タ
ホ

マ
レ
は
５
人
曳
き
で
も
出
場
し
、
同
じ
く
準

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

▲アキタホマレ表彰の様子
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取
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ら
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21
回

 

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
乳
牛
共
進
会

秋まき小麦の収穫作業開始！
～次々とコンバインが
         黄金畑を駆け回る～
　ＪＡきたみらいでは秋まき小麦「き
たほなみ」の収穫が７月20日から始
まりました。今年は天候に恵まれ順
調に生育し、昨年より早く収穫作業
が開始されました。
　管内各地では、大型コンバインが
黄金色に色づいた小麦畑を走り回り、次々と麦穂を刈取
りました。収穫された小麦は大型ダンプに積み込まれ、
ＪＡ小麦乾燥調製貯蔵施設へ搬入しました。
　きたみらい麦作振興会の西原勇一会長は「今年の生育
は開花するまで順調に進み、干ばつの影響を受けた地区は
生育が進んだものの、収量・品質とも平年作以上は期待で
きる。輸送問題や燃油高騰等、効率的な運営によりコスト
を抑えながら良質な小麦を収穫したい」と話しました。
　今年度、当ＪＡでは約3,700㌶作付けしており、生産
量は約24,500㌧を予定しています。
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第
21
回
JA
き
た
み
ら
い

乳
牛
共
進
会

　

７
月
20
日
、
当
Ｊ
Ａ
と
き
た
み
ら
い
酪

農
振
興
協
議
会
の
共
催
で
、
訓
子
府
町
の

北
見
管
内
畜
産
総
合
施
設
で
乳
牛
共
進
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

き
た
み
ら
い
地
域
か
ら
37
頭
の
乳
牛
が

出
品
さ
れ
、
体
型
の
美
し
さ
や
骨
格
の
力

強
さ
、
乳
房
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
の
資
質
を

競
い
合
い
ま
し
た
。
審
査
員
は
十
勝
管
内

の
大
樹
町
で
酪
農
業
を
営
む
角
倉
充
彦
氏

が
務
め
ま
し
た
。

　

当
日
は
30
度
を
超
え
る
暑
さ
の
中
、
未

経
産
牛
か
ら
経
産
牛
ま
で
12
部
門
で
審
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
高
位
賞
は
、
経
産
の
部
で
置
戸
地
区

の
㈲
小
山
牧
場
が
出
品
し
た
「
ク
レ
イ
ジ

ヤ
ス
ク
ル
ー　

ベ
ロ
ベ
テ
イ　

ル
ー
シ

ー
」
、
未
経
産
の
部
で
訓
子
府
地
区
の
今

野
友
樹
さ
ん
が
出
品
し
た
「
サ
ン
バ
レ
ー

　

ス
パ
イ
シ
ー　

ペ
ツ
パ
ー
」
が
受
賞
し

ま
し
た
。

　

12
部
以
外
に
も
子
ど
も
か
ら
実
習
生
ま

で
が
出
場
す
る
シ
ョ
ウ
マ
ン
シ
ョ
ー
で
は

４
頭
が
出
品
。〝
小
学
３
年
生
以
下
の
部
〟

と
〝
小
学
４
年
生
か
ら
実
習
生
の
部
〟
が

行
わ
れ
、
大
人
顔
負
け
の
リ
ー
ド
を
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
会
場
で
は
き
た
み
ら
い
牛

乳
の
無
料
配
布
、
く
ん
ね
っ
ぷ
り
ん
や
牛

肉
（
篠
原
牛
）
の
販
売
も
行
い
、
大
勢
の

来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

特集

【未経産の部】最高位　「サンバレー　スパイシー　ペツパー」　　　　　　　訓子府　今野　友樹氏（左１頭目）
　　　　　　　準最高位「ハイリークイーン　チエア　チーフ　Ｄ　コピア」　訓子府　髙倉　英介氏（左２頭目）

【経 産 の 部】最高位　「クレイジヤスクルー　ベロベテイ　ルーシー」　　　置　戸　(有)小山牧場（右２頭目）
　　　　　　　準最高位「バレルフアーム　サラ　ハンカチーフ」　　　　　　上常呂　(同)バレルファーム（右１頭目）

▲審査の様子

▲来賓挨拶をする
　深川置戸町長

▲デイリークイーンを
　務めた野宮職員

▲主催者挨拶をする
　齊藤専務

▲審査員を務めた
　角倉充彦氏

▲ショウマンショーで牛をリード ▲きたみらい牛乳の無料配布

▲審査会場の様子▲

▲入念に牛を仕上げる出品者▲

▲未経産・経産の部の最高位、準最高位の栄誉に輝いた４頭と関係者の皆さん
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▲講師の大森係長（右）と前田課長（左）

▲説明を聞く参加者

〜
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
〜

研
修
通
じ
て
、交
流
深
め

▲アイス作りを行う参加者（大空町）

▲サクランボ狩りを楽しむ会員（網走市）

ボ
狩
り
を
行
い
、
様
々
な
品
種
を
食
べ

比
べ
、
味
や
食
感
の
違
い
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　

研
修
を
終
え
て
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

の
河
合
美
佳
会
長
は
「
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
暖
か
い
気
温
の
中
、
会
員
同
士
が

交
流
で
き
て
有
意
義
な
時
間
と
な
っ
た
。

参
加
者
も
楽
し
そ
う
な
様
子
だ
っ
た
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

は
７
月
４
日
、
「
会
員
交
流
日
帰
り
研

修
」
を
開
催
し
、
会
員
の
子
ど
も
を
含

め
て
12
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
会
員
同
士
の
交
流
を
目

的
に
例
年
実
施
し
て
い
ま
す
。
午
前
中

は
大
空
町
の
乳
酪
館
を
訪
れ
、
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。
生

ク
リ
ー
ム
を
泡
立
て
る
工
程
で
は
、
参

加
者
全
員
で
和
気
あ
い
あ
い
と
協
力
し

な
が
ら
行
い
ま
し
た
。
午
後
に
は
、
網

走
市
の
よ
こ
や
ま
果
樹
園
で
サ
ク
ラ
ン

く
ん
ね
っ
ぷ
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
今
年
も
参
加

▲女性部による加工品の販売

▲青年部「きたみらいキャッチャー」の様子

　

７
月
14
日
、
訓
子
府
町
で
第
45
回
く

ん
ね
っ
ぷ
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー
や
芸
能

人
に
よ
る
歌
と
笑
い
の
ス
テ
ー
ジ
、
出

店
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、
当
Ｊ
Ａ
も

和
牛
（
篠
原
牛
）
や
飲
食
料
の
販
売
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
女
性
部
訓

子
府
支
部
で
は
カ
レ
ー
や
焼
き
肉
の
た

れ
、
玉
ね
ぎ
せ
ん
べ
い
な
ど
、
当
Ｊ
Ａ

の
加
工
品
販
売
を
行
い
、
用
意
し
た
商

品
は
好
評
で
完
売
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部
南

支
部
は
「
き
た
み
ら
い
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
」

を
実
施
。「
き
た
み
ら
い
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
」

は
青
年
部
の
考
案
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
、

ク
レ
ー
ン
ゲ
ー
ム
で
じ
ゃ
が
い
も
や
玉

ね
ぎ
を
取
る
こ
と
が
出
来
た
ら
景
品
が

も
ら
え
ま
す
。
景
品
に
は
お
子
様
向
け

の
お
も
ち
ゃ
や
、
く
ん
ね
っ
ぷ
メ
ロ
ン

な
ど
の
豪
華
景
品
も
あ
り
、
常
に
行
列

が
で
き
る
人
気
で
し
た
。

　

ま
た
㈱
グ
リ
ー
ン
ズ
北
見
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
き
ー
た
ん
」
も
登
場
し
、
祭

り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

〜
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部　

購
買
部
と
の
学
習
会
〜

微
量
要
素
に
つ
い
て
理
解
深
め
る

量
要
素
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
微

量
要
素
の
種
類
や
役
割
、
玉
ね
ぎ
や
て

ん
菜
な
ど
主
要
な
作
物
の
欠
乏
症
や
過

剰
症
状
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

学
習
会
終
了
後
は
資
材
推
進
グ
ル
ー

プ
の
職
員
と
講
師
の
大
森
係
長
、
前
田

課
長
を
交
え
て
懇
親
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

学
習
会
に
参
加
し
た
部
員
は
「
微
量

要
素
に
つ
い
て
普
段
あ
ま
り
学
習
す
る

機
会
が
な
か
っ
た
の
で
と
て
も
勉
強
に

な
っ
た
。
営
農
に
役
立
て
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部
は
６
月
27

日
、
当
Ｊ
Ａ
セ
ン
タ
ー
事
務
所
で
肥
料

に
つ
い
て
の
学
習
会
を
開
催
し
、
部
員

76
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

学
習
会
は
昨
年
の
夏
か
ら
、
青
年
部

の
資
材
に
対
す
る
知
識
の
習
得
と
購
買

部
と
の
関
係
強
化
を
目
的
と
し
て
購
買

部
と
共
同
で
開
催
し
て
お
り
、
今
回
で

３
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

ホ
ク
レ
ン
北
見
支
所
生
産
資
材
課
か

ら
講
師
を
招
き
、
大
森
係
長
よ
り
作
物

の
生
育
に
欠
か
せ
な
い
微
量
要
素
に
つ

い
て
学
習
。
は
じ
め
に
肥
料
情
勢
や
多

「
サ
ラ
タ
マ
」収
穫
作
業
も
終
盤
戦

▲収穫の様子

▲収穫されたサラタマ

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
端
野
地
区
で
は
７

月
７
日
か
ら
、
早
生
種
の
玉
ね
ぎ
「
サ

ラ
タ
マ
」
の
収
穫
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

「
サ
ラ
タ
マ
」
は
、
水
分
が
多
く
辛

み
が
少
な
い
た
め
サ
ラ
ダ
な
ど
に
向
い

て
お
り
、
き
た
み
ら
い
管
内
で
は
端
野

地
区
の
み
が
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

サ
ラ
タ
マ
生
産
部
会
の
お
が
わ
百
商

㈱
の
小
川
貴
子
さ
ん
は
、
サ
ラ
タ
マ
を

１
・
35
㌶
作
付
け
し
て
お
り
、
７
月
18

日
か
ら
収
穫
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

収
穫
は
手
作
業
で
行
わ
れ
、
当
Ｊ
Ａ
の

外
国
人
技
能
実
習
生
も
迎
え
て
丁
寧
に

葉
や
根
を
切
り
落
と
し
ま
し
た
。

　

収
穫
に
あ
た
っ
て
小
川
さ
ん
は
「
生

育
は
順
調
に
進
む
中
、
降
雹
に
当
た
っ

て
し
ま
い
生
育
に
心
配
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
の
天
候
に
恵
ま
れ
例
年
並
み
の

良
い
作
柄
と
な
っ
た
。
近
年
は
実
習
生

に
助
け
て
も
ら
い
大
変
助
か
っ
て
い
る

の
で
、
こ
れ
か
ら
も
利
用
し
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
39
戸
が
約
８
㌶
作
付
け

し
、
３
７
０
㌧
の
出
荷
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。
収
穫
作
業
は
８
月
上
旬
に
終
わ

る
予
定
で
、
８
月
下
旬
頃
ま
で
、
道
内

外
の
ス
ー
パ
ー
や
量
販
店
で
販
売
さ
れ

る
予
定
で
す
。
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　６月に10日間ほどデンマークに行ってきた。私が担当している大学院の実習の引率である。デ

ンマークといえば北海道農業にとってゆかりの地である。北海道農業の発展のためには農業者自

らが加工に取り組むことが必要だ。酪農しかり、てん菜しかり。こうした農民工場のインスピレ

ーションを与えた１つのきっかけがデンマークであった。また、酪農の先進国として、北海道か

らも多くの若者達がデンマークで実習を行ってきている。農業教育システム、農業普及システム

など、北海道農業、日本農業は多くを学ぼうとしてきた国である。

　今回の実習の主題は『窒素循環』であった。窒素は土、水、大気の中を循環しているが、その

過程において大きな位置を占めているのが農業である。窒素は植物の生育に不可欠な物質だが、

それは同時に土から大気、水へ流亡し、それらが環境汚染につながる。

　食料生産と環境保全の両立は21世紀を生きる我々が、未来に生まれてくる人類にとって実現す

べき大切な使命だが、その鍵を握っているのが窒素の循環である。

　今回の実習中に世界的な窒素循環に関するカンファレンスも開催されていたことから、世界か

ら集まった研究者による報告に加えて、農業、地下水管理の実態や現場も視察するという内容だ

った。

　デンマークでは、飲用水の全てを地下水に頼っている。農業由来の窒素化合物が地下水に入り

込むことを防ぐことは、直接的に国民の死活問題である。そうしたことから世界にも先駆けて窒

素の利用規制の取り組みを進めてきた。農業における化学肥料や家畜ふん尿の施用基準が厳しく

設定されているということにそのことが現れている。

　簡単に農業における窒素量を決めるシステムについて紹介しよう。面積あたりに施用できる窒

素の量は土質（砂壌土～粘土）と作物ごとに毎年決められる。各農業経営は、その年の作付計画

（作物と面積）にしたがって、作物毎に「作物及び土質毎に決められた窒素施用量」×「面積」

として窒素量が計算され、その合算として農場あたりで施用できる窒素の全体量が設定される。

この窒素量がその農場における窒素施用量のいわゆる年間の「割当量」になる。この窒素量は購

入する化学肥料及び畜産経営であればそこから生産されるふん尿の量として換算される。

　この量の範囲内で農場では窒素を施用することになる。ここでのポイントは農場毎の窒素総量

は決められているが、実際のどの作物にどれだけを施用するのか、という点については決められ

ていないということである。農場毎の総量として窒素の流れをコントロールすることがこのシス

テムの目的であるから、こうしたやり方を取っているのだろう。

　こうした規制があるが、時には地下水の汚染という事態も起こる。その場合は、その地下水を

くみ上げている「井戸」の利用を停止し、水質が

改善するまで利用せず、他の井戸から汲み上げる

量を増やして対応する。

　日本においても、農業が環境に与える負荷を低

減することは、新しい基本法の中でも重要なテー

マとなった。どのような規制が適切なのか、とい

うことは各国の置かれている条件によって異な

る。日本において、北海道において、農業と環境

との関わり方を考えることは、緒に就いたばかり

だといえる。次回もまたデンマークで感じたこと

を紹介したい。

デンマーク雑感　１

温根湯地区・昭栄

（１歳）大関 汰弥くん

た  や

（０歳）七嗣くん

な　つ

汰弥くん・七嗣くんは大関涼雅さん・舞さん夫妻のお子さんです。

　大関家の長男、汰弥くんはとても活発で外遊びが大好き！いつも嬉
しそうに走り回っていますが、お父さんによれば実は慎重派な一面も
あるのだとか。お家ではまだまだ甘えん坊さんで、お父さんとお母さ
んに「あそんで！」「だっこして！」と甘えています。そんなお兄
ちゃんからも可愛がられている弟の七嗣くんは、よく泣いたり笑った
りとだんだん表情が豊かになってきたそうで、最近は声を出して笑う
ようになりました。
　汰弥くんはボールや絵本も好きですが、特に車に興味津々で、最近
はトミカと図鑑を見比べながら名前を覚えています。七嗣くんは少し
ずつお話をするようになってきたらしく、お兄ちゃんと遊べるように
なる日を家族みんなで楽しみにしています。
　二人の名前は柔らかい響きにしたいと思い、ご両親が候補を出し
合って決めたそうです。「親として、こうなってほしいなぁという思
いはもちろんありますが、心身ともに健康でいてくれることが私達の
一番の願いです。これからも二人の成長を見られることが嬉しく、と
ても楽しみです」と話してくれました。
　出来ることが増えてきた二人の成長が楽しみです。兄弟仲良く、大
きくなってね！

北海道大学大学院農学研究院　小林　国之

北見地区・大正

西原彪賀さんの
レオパードゲッコーたち
　　　　　　　　　　　　　（１歳）

Ｑ．飼い始めたきっかけは何ですか？
　　動画でみて興味を持ったのがきっかけで昨
　年から飼い始めました。現在１歳で、寿命は
　10年ほどになります。触るとストレスを与え
　てしまうので普段は触らず見るだけですが、
　とても可愛いです。
Ｑ．他にも生き物を飼っていますか？
　　生き物全般が好きで、レオパードゲッコー
　以外にもカエルや熱帯魚、ウーパールーパー
　など10種類ほどの生き物を飼っています。過
　ごしやすい環境を整えたり、生き物によって
　は繁殖させたりもしていて、成長する様子を
　見るのが楽しいです。

北見地区・大正の西原彪賀さんのレオパードゲッコーたちに登場していただきました。

▲品種は上からスーパーマックスノー、ブリザード

心身ともに健康で！

りょうが　　　　　　 まい

ひゅうが
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▲作業に励む利用者

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
、
７
月
12
日
か
ら
今
年
度

の
農
福
連
携
事
業
が
始
ま
り
、
就
労
移
行

支
援
事
業
所
「
川
東
の
里
・
風
楽
里
」
の

利
用
者
が
、
端
野
地
区
の
北
川
裕
一
さ
ん

の
圃
場
で
サ
ラ
ダ
玉
ね
ぎ
の
根
を
落
と
す

作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
事
業
で
は
、
障
が
い
を
抱
え
る
方
の

就
労
訓
練
や
社
会
参
加
の
場
を
創
出
す
る

だ
け
で
な
く
、
労
働
力
不
足
を
抱
え
る
農

業
・
農
村
に
と
っ
て
の
労
働
力
の
確
保
や
、

地
域
農
業
の
維
持
を
目
指
し
た
取
り
組
み

を
実
施
し
て
お
り
、
受
入
農
家
の
も
と
で

北
見
市
内
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

が
出
来
高
に
よ
る
賃
金
体
系
で
収
穫
作
業

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
作
業
を
行
っ
た
４
人
の
利
用
者
は

真
剣
な
表
情
で
説
明
を
聞
き
、
お
互
い
に

声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
作
業
に
励
み
ま
し

た
。
参
加
者
は
「
外
で
作
業
が
で
き
る
の

は
気
持
ち
が
い
い
。
筋
肉
痛
に
な
る
け
れ

ど
農
作
業
は
好
き
」
と
振
り
返
り
、
受
入

農
家
の
北
川
さ
ん
は
「
手
際
よ
く
一
生
懸

命
作
業
を
し
て
く
れ
て
助
か
っ
た
。
農
福

連
携
が
さ
ら
に
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
大
型
コ
ン
テ
ナ
の
組
立
て
や

に
ん
に
く
の
種
割
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

▲利用者に作業説明をする北川さん（左）

　

当
Ｊ
Ａ
の
３
生
産
部
会
は
本
年
度
、
北

見
市
か
ら
Ｊ
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
と
し
て
１
７

２
㌧
を
購
入
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
市
か

ら
７
月
５
日
に
市
有
林
Ｊ
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト

購
入
証
明
書
を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
、
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
削
減
や
吸
収
量
を
国
が
認
定
す
る

制
度
で
す
。
企
業
や
団
体
活
動
か
ら
発
生

す
る
Ｃ
Ｏ
２
を
他
者
の
省
エ
ネ
設
備
、
森

林
経
営
な
ど
で
削
減
し
た
Ｃ
Ｏ
２
と
相
殺

し
、
実
質
的
に
Ｃ
Ｏ
２
排
出
が
な
い
よ
う

に
す
る
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
の
取
り
組

み
で
あ
り
、
購
入
者
は
環
境
貢
献
と
し
て

Ｐ
Ｒ
効
果
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
、
き
た
み
ら
い
玉
葱
振
興
会
ク
リ

ー
ン
栽
培
玉
葱
部
会
、
き
た
み
ら
い
玉
葱

振
興
会
特
別
栽
培
玉
葱
部
会
、
き
た
み
ら

い
馬
鈴
薯
振
興
会
Ｅ
Ｃ
Ｏ
馬
鈴
薯
部
会
の

３
組
織
が
購
入
。
当
Ｊ
Ａ
と
と
も
に
「
Ｅ

Ｃ
Ｏ
み
ら
い
」
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
で
販
売

し
、
土
づ
く
り
を
基
本
と
し
て
農
薬
、
化

学
肥
料
の
使
用
低
減
な
ど
に
よ
っ
て
Ｃ
Ｏ

２
排
出
を
抑
え
て
有
利
販
売
に
つ
な
げ
て

い
ま
す
。

　

き
た
み
ら
い

玉
葱
振
興
会
ク

リ
ー
ン
栽
培
玉

葱
部
会
の
水
野

淳
一
部
会
長
は

「
カ
ー
ボ
ン
オ

フ
セ
ッ
ト
野
菜

を
食
べ
る
こ
と

が
環
境
負
荷
低

減
に
つ
な
が
る

の
で
、
生
産
と

消
費
の
輪
の
拡

大
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

▲▼贈呈式の様子（北見市で）

農
福
連
携
事
業
、作
業
が
ス
タ
ー
ト

Ｊ‐ク
レ
ジ
ッ
ト
を
北
見
市
か
ら

～
３
部
会
で
１
７
２
ト
ン
購
入
～
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Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
野
球
部
は
７
月
10

日
・
11
日
に
行
わ
れ
た
オ
ホ
ー
ツ
ク
Ｊ
Ａ

野
球
大
会
で
２
年
連
続
６
回
目
の
優
勝

を
果
た
し
ま
し
た
。
当
Ｊ
Ａ
野
球
部
は

部
員
16
人
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
２
人
の
18

人
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
11
日
の
準
決

勝
で
は
Ｊ
Ａ
清
里
町
に
１
回
、
打
者
２

巡
の
猛
攻
で
16
点
を
先
制
し
、
そ
の
後

も
追
加
点
を
取
り
、
相
手
打
線
の
追
い

上
げ
を
凌
ぎ
18
ー
７
で
勝
利

し
ま
し
た
。
勢
い
に
乗
っ
た

決
勝
で
は
、
Ｊ
Ａ
オ
ホ
ー
ツ

ク
は
ま
な
す
と
対
戦
。
１
回
、

連
打
が
絡
み
２
点
を
先
制
し
、

い
い
ス
タ
ー
ト
を
切
る
と
、

ピ
ッ
チ
ャ
ー
の
竹
江
選
手

（
組
織
振
興
東
グ
ル
ー
プ
）

第
66
回
オ
ホ
ー
ツ
ク
Ｊ
Ａ
野
球
大
会
で

２
年
連
続
優
勝
！
～
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
野
球
部
～

▲上：最優秀選手賞を獲得した竹江選手（中央）
  　　優秀選手賞を獲得した井上選手（左）と引地選手（右）
　下：優勝記念写真

10日【２回戦】ＪＡきたみらい
11日【準決勝】ＪＡきたみらい 
　　  【決　勝】ＪＡきたみらい

10－３ ホクレン北見支所
18－７ ＪＡ清里町
  9－４ ＪＡオホーツクはまなす

戦績

が
ラ
ン
ナ
ー
を
出
し
な
が
ら
も
中
盤
ま

で
１
点
で
抑
え
る
好
投
。
そ
の
後
は
リ

ー
ド
を
守
り
切
り
、
９
ー
４
で
勝
利
を

勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
優
勝
で
９
月
４
日
・
５
日
に

行
わ
れ
る
全
道
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲

得
し
ま
し
た
。
今
後
と
も
当
Ｊ
Ａ
野
球

部
へ
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
！温 根 湯

留 辺 蘂

置 　 戸

訓 子 府

相 　 内

上 常 呂

北 　 見

端 　 野

合 　 計

59

32

70

251

60

91

129

163

855

31

23

33

66

32

16

44

55

300

28

19

27

61

27

16

43

51

272

47.5％

59.4％

38.6％

24.3％

45.0％

17.6％

33.3％

31.3％

31.8％

地
区
毎
の
出
席
状
況

地 区 名 組合員戸数 出席人数 出席戸数 出 席 率

　

７
月
８
日
か
ら
９
日
ま
で
と
11
日
か
ら

12
日
の
４
日
間
、
８
会
場
に
お
い
て
Ｊ
Ａ

地
区
別
懇
談
会
が
行
わ
れ
、
組
合
員
と
家

族
の
み
な
さ
ん
３
０
０
人
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

地
域
運
営
委
員
長
の
進
行
に
よ
り
、
各

部
門
ご
と
に
事
業
へ
の
取
組
状
況
や
農
畜

夏
期
地
区
別
懇
談
会
終
え
る

８
会
場
に
３
０
０
人
出
席

産
物
の
情
勢
な
ど
を
説
明
し
た
後
、
出
席

し
た
組
合
員
か
ら
も
数
多
く
の
意
見
と
質

問
を
頂
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
懇
談
会
で
出
さ
れ
た
意
見
・
要

望
な
ど
に
つ
い
て
は
後
日
「
Ｑ
＆
Ａ
」
と

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
に
て
お
知
ら
せ
致
し

ま
す
。

▲44人が出席して行われた北見地区懇談会

　当ＪＡは令和５年度ＪＡ自動車共済損害調査サ
ービスにかかる感謝状を拝受しました。
　感謝状については自動車損害調査サービスを通
じて契約者から高い評価を得たＪＡに対し、その
努力・結果に敬意を表すことを目的として、全国
共済農業協同組合連合会から拝受されます。当Ｊ
Ａは令和５年度における対象組合となり、６月12
日、当ＪＡの大坪組合長へ感謝状が手渡されまし
た。

　平素は格別のお引き立てを賜り厚く御礼申し上
げます。
　当組合は令和６年９月２日より下記の通り、一
部の店舗において、設置しているＡＴＭの稼働時
間を変更させていただきます。
　組合員・利用者の皆様にはご不便をお掛けいた
しますが、ご理解とご協力を賜ります様お願い申
し上げます。
　尚、コンビニ・ゆうちょ等の提携ＡＴＭにつき
ましては、これまで通りご利用いただけます。

▲感謝状を受け取った大坪組合長（左）

自動車共済事業の
優績JAとして受贈！

ATM稼働時聞の
変更について（お知らせ）

ＡＴＭ稼働時間の変更内容

変更実施日　令和６年９月２日（月）

平日稼働時間 9:00 ～ 17:00 変更ありません 全店舗

現　行 変更後 対象店舗

9:00 ～ 12:00
変更ありません 本店

休　止 訓子府・端野

温根湯・留辺蘂
置戸・相内
上常呂

土曜日
稼働時間

休　止 変更ありません

　

農
山
漁
村
地
域
活
性
化
担
当
の
小
里

泰
弘
首
相
補
佐
官
は
７
月
21
日
か
ら
23

日
の
３
日
間
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
域
で
現
地

視
察
を
行
い
ま
し
た
。
21
日
に
は
当
Ｊ

Ａ
管
内
を
訪
れ
、
玉
ね
ぎ
の
収
穫
作
業

や
西
相
内
の
玉
ね
ぎ
集
出
荷
施
設
の
見

学
、
座
談
会
形
式
で
意
見
交
換
会
を
行

い
ま
し
た
。
当
Ｊ
Ａ
の
役
員
や
元
参
与
、

青
年
部
長
、
女
性
部
長
、
馬
鈴
薯
振
興

会
長
ら
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

小
里
補
佐
官
は
ス
マ
ー
ト
農
業
の
更

な
る
有
効
活
用
の
可
能
性
や
、
小
麦
、

て
ん
菜
生
産
振
興
の
課
題
、
輸
送
問
題

な
ど
を
多
岐
に
わ
た
っ
て
質
問
し
、
活

発
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
当
Ｊ

Ａ
か
ら
は
、
資
材
価
格
の
高
止
ま
り
や

種
芋
に
か
か
る
作
業
負
担
、
補
助
事
業

に
よ
る
農
業
機
械
の
導
入
要
件
に
つ
い

て
課
題
を
共
有
し
た
ほ
か
、
鉄
路
の
維

持
存
続
に
つ
い
て
当
地
域
の
現
状
に
つ

い
て
伝
え
ま
し
た
。

　

小
里
補
佐
官
は
「
ス
マ
ー
ト
農
業
な

ど
先
進
的
取
り
組
み
が
進
む
北
海
道
に

も
輸
送
を
は
じ
め
多
く
の
課
題
が
あ
る

こ
と
を
受
け
止
め
さ
せ
て
頂
い
た
。
問

題
点
を
正
面
か
ら
受
け
止
め
、
自
信
を

持
っ
て
前
に
進

め
よ
う
と
い
う

姿
が
あ
っ
た
」

と
振
り
返
り
、

「
岸
田
首
相
は

地
方
と
農
業
を

重
視
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
見

聞
き
し
た
こ
と

を
報
告
し
、
指

示
の
も
と
今
後

の
政
策
に
活
か

し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま

し
た
。

▲玉ねぎの収穫作業を見学

▲意見を交わす参加者

～
小
里
首
相
補
佐
官
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
視
察
～

農
業
現
場
の
課
題
に
つ
い
て
確
認
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第６回 理事会報告
　７月26日、午前９時00分より第６回定例理事会が開
催され、報告事項14件、決議事項６件が協議され、原
案通り承認されました。
　
【報告事項】
①内部監査（購買部門）報告について
②組合員状況報告について
③財務状況報告について
④令和６年度夏期地区別懇談会意見集約について
⑤人事の発令について
⑥役員選任に係る推薦委員について
⑦令和６年度役員海外視察研修の報告について
⑧作況調査（７月15日）報告について
⑨令和６年度作付実態調査集約について
⑩ＪＡきたみらいスマート農業機械展示会実績報告に
　ついて
⑪Ｒ５年産玉ねぎ・馬鈴しょの本精算について
⑫第21回ＪＡきたみらい乳牛共進会について
⑬７月12日降雹被害報告について
⑭令和６年度ＪＡ共済コンプライアンス点検結果およ
　び改善方針の概要について
　
【決議事項】
①理事に対する施設賃貸借契約の締結について
②出資減口について
③固定資産の取得・処分について
④規程類の改正について
⑤役員報酬審議会の手続き及び日程について
⑥「次期生乳計画生産方針」策定に向けた意見集約に
　ついて

Ｈ31.04　入組

Ｈ31.04　経営支援部

　　　　 ふれあい相談東グループ

Ｒ05.04　経営支援部

         ふれあい相談東グループ 主任

■在職期間　５年３か月

　令和６年６月30日付で職員が退職しましたので
お知らせ致します。
　在職中は、組合員皆様を始め、地域皆様のご厚
情をいただき誠にありがとうございました。

退 職 の お 知 ら せ

（経営支援部ふれあい相談東グループ）

岩　井　優　也
いわ　　 い     ゆう     や

新 規 採 用 の お 知 ら せ
購買部
温根湯置戸資材店舗

渡　邊　颯　太
わた　　なべ　　そう　　　た

平成11年10月20日生
北見商業高等学校
　　　（情報処理科）卒業
趣味・好きなもの
　　　　　　野球・サウナ

　中途採用にはなりますが、前職で培った知識・
経験を活かしつつＪＡ職員としてのスキルも高め、
組合員の皆様に一日でも早く貢献できるよう努め
ます。
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Ｂのイラストには、Ａのイラストと違う部分が５カ所あります。
間違っている部分を右下のイラストの中の数字でお答え下さい。

出題・イラスト：酒井栄子

応 募 方 法
　答えが解った人は、別紙の応募用紙に
答え（番号）と広報誌へのご意見・ご感想
を記入してＦＡＸでご応募下さい。
　抽選で６名の方に、ＪＡきたみらいの 
「玉ねぎせんべい」と「麦まるごとうどん」
２袋をプレゼント致します。

広報誌「おひさまサラダ」を当ＪＡのホームページで紹介しています。
右側にあるＱＲコードから閲覧できますので、ぜひご覧下さい。

をホームページで閲覧できます！

 

こ日雨が降りもうたくさん、蒸し暑い

早く涼しくなってほしいヨ…

れから、増々暑くなりそう、

夏休みになったらプール

…と言いたいけど、ボクは苦手

です、どうしよう。

毎

　暑い日が続いていますね。お祭りや海など夏なら

ではの行事を楽しんで、暑い時期を乗り越えましょ

う！熱中症には気をつけてくださいね！ 　無理せず少しずつ、楽しいと思えることを増やしてい

きましょう！

　暑い日のプールは気持ちいいですよ！

（匿名希望さん）

７月号まちがいさがしの当選者
　７月号のまちがいさがしの答えは「５、６、８、９、11」

でした。正解者17名の中から抽選の結果、当選者は次の

方 で々す。

　以上の方々には、ＪＡきたみらいの「玉ねぎ醤油」と

「白花豆シーザードレッシング」をプレゼント致します。

・西川　日菜さま（端　野）・森　ほまれさま（訓子府）
・吉田真由美さま（端　野）・清井　雪村さま（訓子府）
・藤井　邦子さま（北　見）・堀口美沙江さま（訓子府）

（匿名希望さん）
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URL  http://www.jakitamirai.or.jp    E-mail hp.kitamirai@kitamirai.ja-hokkaido.gr.jpJAきたみらいホームページ

（令和６年７月20日現在）

・組 合 員 数（正）

・組 合 員 数（准）

・組合員戸数（正）

・貯　　　金

・貸　出　金

・出　資　金

1,606人

5,566人

854戸

116,483百万円

19,097百万円

4,994百万円

✿献立を監修した人✿ 茨城県笠間市にある「天晴（旧キッチン晴人）」オーナーシェフ 永井　智一（ながい・ともかず）

朝取りヤングコーンの天ぷら夏野菜の南蛮漬け

・８月に入り、暑さのピークを迎えようとしています。不安定な天候が続

　いていますが、お変わりないでしょうか？北海道では去年、熱中症によ

　る労災の発生件数が過去最多となったそうです。忙しい時期だと思いま 

　すが、お体を大切にお過ごしください。　

・パリオリンピックが開催されていますね！皆様はご覧になりましたか？

　私はよく寝る前にテレビ中継を見ているのですが、つい夢中になって夜

　更かしをしてしまうことも…。パラリンピックは睡眠不足に気を付けつ

　つ楽しみたいと思います。　　　　　　　　　　　　　  （榎本　明莉）

❶ヤングコーンは皮から、ひげ、実を取り出

し、薄力粉をはたいておく。

❷油を190度に熱し、水で溶いた天ぷら粉に

①をくぐらせ、揚げて天ぷらにする。

❸トースターなどで焼いた皮を器に飾り、ひ

げ、実の順に盛り付け、パルメザンチーズ

と塩を振り出来上がり。

◆ 作 り 方 ◆

◆ 材料（４人分）◆
…………………４本

………………………………………適宜

………………………………………適宜

………………………適宜

…………………………少々

……………………………………………少々

ヤングコーン（皮付き）

薄力粉

揚げ油

天ぷら粉（市販品）

パルメザンチーズ

塩

❶ボウルに新タマネギ、赤・黄パプリカ、輪切り
トウガラシ、薄力粉をまぶし油で揚げた鶏もも
肉、カボチャを入れる。
❷小鍋に南蛮酢の材料を沸かし、①に熱いまま注
ぎ入れ、クッキングシートを落としラップで密
封する。
❸②の粗熱を取ってから冷蔵庫で冷やして器に盛
り付け、オクラを飾り出来上がり。

◆ 作 り 方 ◆

◆ 材料（４人分）◆
……………………………１枚
…………………………1/4個

………………各1/2個
…………………………１個

……………………４個
………………………………適宜

　
………………………………450ml

…………………………………………270ml
………………………………………180ml

………………………………90ml
……………………………………………適宜
……………………………………………適宜

鶏もも肉（薄切り）
カボチャ（１cm幅）
パプリカ赤、黄（５mm幅）
新タマネギ（薄切り）
オクラ（下ゆでしたもの）
輪切りトウガラシ
●南蛮酢
　かつおだし
　酢
　みりん
　薄口しょうゆ
揚げ油
薄力粉


